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拝啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。このたび、国際学部英語学科では下記の要領

で専任教員を公募することになりました。つきましては、各大学、各研究機関におかれましては、関係諸

方面に広くご紹介いただきたくお願いいたします。 

 

記 

 

１．職名･人員：国際学部英語学科 教授、准教授、専任講師 １名 

２．勤務形態：常勤（専任または任期制（２年の契約期間終了後、審査を経て専任として採用の場合あ

り））定年 65 歳。 

３．分  野：アメリカ文学（詩） 

４．担当科目：上記分野の学部・大学院の科目、英語学科のアメリカ文学文化関連科目 

(“Introduction to Literature,” “Contemporary Literature and Culture,” 

“American Literature and History,” “Poetry and Poetics”)、一般英語科目な

ど。各学期６〜７コマ担当見込み。英語での授業を基本とする。またアクティヴラーニ

ングの手法を用いた教育実践も期待される。 

５．その他の職務：各種委員会等業務 

６．採用予定日：2026年４月１日 

７．応募資格： 

(1) 関係領域の博士号取得、または取得見込み、あるいはそれ相当の能力があると認められる方 

(2) 関連領域について大学での教育・研究歴を有する方 

(3) 英語による授業、および日本語による委員会業務が可能な方 

(4) キリスト者または本学の建学の精神であるキリスト教主義教育に賛同する方 

８．応募期間：2025年３月４日（火）～６月 27日（金）必着 

９．提出書類：（いずれも日本語または英語で作成のこと）  

(1) 履歴書 (写真貼付、連絡先を明記) 

(2) 教育研究業績書、教育・学生指導業績書、その他社会的活動一覧 

※(1)、(2)は所定の様式を https://www.kobe-c.ac.jp/application/files/6415/1381/5791/rirekisyo.xls 

からダウンロードしてください。 

(3) 本学での教育および研究についての抱負(Ａ４サイズ用紙に２枚程度) 

(4) 研究業績のうち主要なもの３編 (原著、抜き刷りあるいはコピー) 

※全ての論文に英語の要旨を添えてください。 

(5) 応募者に関する所見を求めうる推薦者２名の氏名、所属および連絡先(ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ、電話番号) 

(6) 担当科目（学部２年生対象の通年授業 “American Literature and History” アメリカ文学史

概論）の半期 15回分シラバスを面接時にご持参ください。  

https://www.kobe-c.ac.jp/application/files/6415/1381/5791/rirekisyo.xls


10．選考方法：書類審査を通過された方には、面接および模擬授業審査を受けていただきます。上記のシラバ  

スに基づき 20 分程度の模擬授業を英語で行っていただきます。状況に応じて面接および模擬

授業審査は遠隔で行うことがあります。選考の過程で学歴および職歴を証明する資料等を求め

ます。 

11．書類提出先：全ての書類の電子ファイル（PDF 形式）を国際学部事務室 e-office@mail.kobe-c.ac.jp に

添付送信、件名は「専任教員 (アメリカ文学) 応募書類」でお願いいたします。ただし、

提出書類(4）主要研究業績を電子ファイルで送ることができない場合（著書など）はメール

に記載のうえ、別途、問い合わせ先住所に郵送してください。なお、書類審査を通過された

方には面接および模擬授業審査前に全書類の紙媒体での提出を求めます。 

12．問い合わせ先：〒662-8505 西宮市岡田山 4-1 神戸女学院大学国際学部事務室 

TEL: 0798-51-8548 / FAX: 0798-51-8532  e-mail: e-office@mail.kobe-c.ac.jp 

 

＊提出書類に含まれる個人情報は、選考及び採用以外の目的には使用いたしません。 
応募書類は原則として返却いたしません。著書などの返却を希望される場合は、応募の際に、「宅配便の着
払い送り状（必要事項記入済）を貼付した封筒」を同封してください。                                     

                                     ＊この文書は日本語版を正文とする。 

 

 


